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はじめに

　私は、脳の研究をずっと行なってきました。

私が所属しておりますソニーコンピュータサイ

エンス研究所は、ソニーが作った基礎科学の

研究所で、東京とパリのブランチでいろいろな

ことを研究しています。私たちの目的は、システ

ムとして脳を理解したいということです。私の研究室は東京工業大

学にあり、さまざまな学生さんと１人１テーマの研究をしています。たと

えば「記憶の偏執のメカニズム」、あるいは「幼児の前言語的な認知発

達」などです。感情、神経経済学といった、いわゆる創造性、アハ体験な

ど、いろいろなことをやっています。

　私のライフワークといいますか、生涯をかけてどうしても解きたいと思

っているテーマは、クオリアという問題です。色とか、水の冷たさとか、私

たちの心の中で感じられるさまざまな質感。そういうものが脳の活動

からどのようにして満たされているのかということを、ぜひ解明したい

と思っています。これはあくまで冗談ですが、１ノーベルというのが、１つ

の問題を解くとノーベル賞が１個もらえる単位だとすると、このクオリア

の問題は10 0ノーベルぐらいの難しさだと思います。簡単にいうと、解け

ないということですね。私はクオリアの問題に全研究時間の20％ぐら

いを使って、70％ぐらいは脳の認知神経的なメカニズムについて研究

をして、脳科学だけでは行き詰まるので、残り10％は関係のないことを

しています。 

心について模索する

　私たちは、心というものを理解したいと思っています。そして顔が、心

を理解するのに非常に大事であると思っています。

　顔は、心を映す鏡だといわれますが、心はどのようにして生まれてき

たのでしょうか。進化という歴史、この視点を避けて通ることはできま

せん。進化論というのは、非常におもしろい歴史を持っています。皆さ

んご存知のダーウィンという人が「種の起源」という本を書いたのは、

50歳です。50歳以下の方はまだ大丈夫ですよ、ダーウィンみたいなすご

い本を書ける可能性があります。

　ダーウィンが進化のメカニズムを思いついたのは、22～27歳のころ、
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ビーグル号に乗って航海をした時です。それから約23年間、ダーウィン

はそのことを放っておいたわけです。それは、当時のキリスト教の世界

観の中では、「人類が下等な生き物から進化してきた」と言うことは難

しかったからだとも思うのです。 

　また、日本の科学というのは、どうしても短期的な成果ばかり追い求

めるところがあって、国際的に非常に大きな成果というのは、逆に出に

くくなっていると思うのです。私は、科学の歴史を知ることは非常に大

事であると思っており、ダーウィンの人生を見ると、科学とは本当は大ら

かで、楽しいものだなあと思います。

　ダーウィンが「種の起源」を書いてから、J.ワトソンとF.クリックが「D

NAの二重螺旋構造」という、分子構造を解明するのに10 0年かかっ

ています。DNAというのは遺伝子の実態です。今、心というものについ

てはいろいろなことがわかってきていますが、脳の物質的な過程を通

して理解されるには、おそらく100年、20 0年はかかると思います。つま

り、ダーウィンのような、突然的でランダムな変異と自然選択という、種の

起源を説明する基本的な概念さえ、私たちは手にしていないのが実情

です。 

　私たちは、心というものをどう考えればいいかということについて、い

ろいろな模索をしている段階です。そのために、顔というのは、非常に

大きな役割を果たすことになるだろうと思っています。

驚異的な記憶力と、心を読み取る能力

　心といっても、いろいろな心があります。私は先日、キム・ピークという

人に会ってきました。皆さん、キム・ピークをご存知ですか？『レインマン』

という映画がありましたが、あのモデルになった人です。「サヴァン」とい

う驚異の記憶力を持った人で、私が彼に自分の生年月日を言ったら、「土

曜日」と瞬時に答えました。すごい人です。

　キム・ピークには、皆さんの脳には必ず

あるはずの、左右の脳をつなぐ脳梁とい

う構造が生まれつきありません。彼は今

までに900 0冊くらいの本を読んでいる

のですが、全部を覚えています。また、左

と右の目で、それぞれ別のページを読

むことができるので、彼の友人は彼のことを「キムピューター」と呼ぶら

しいのです。コンピューターをもじって。

　サヴァンと呼ばれるすごい能力を持っている人の、もう１つの事例を

紹介します。イギリスに住んでいるスティーヴン・ウィルシャーという人
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　　　　　　　　　　　　　 は、「ヒューマンカメラ」と呼ばれています。

　　　　　　　　　　　　　  彼がこの絵をどうやって描いたかとい

　　　　　　　　　　　　　  うと、写真を見て描いたのではありませ

　　　　　　　　　　　　　  ん。ヘリコプターに乗ってニューヨークの

　　　　　　　　　　　　　  上を飛び、１週間くらいかけて記憶から

　　　　　　　　　　　　　  描いているのです。今もし興味を持たれ

　　　　　　　　　　　　　  た方は、スティーヴン・ウィルシャーのホ

　　　　　　　　　　　　　  ームページを見ると、オリジナルの絵が

10 0万円くらいで買えます。お買いになったらいかがでしょうか（笑）。

彼の絵の描き方はとてもおもしろくて、部分から描くのです。普通、我々

はこういうものを描く時、「ここに川があって…」とかやるじゃないです

か。彼は、部分からいきなり描き始めるのです。非常におもしろい、驚異

の記憶力を持った人というのは、いるのですね。

　　　　　　　　　　　　　  　これはフランスにあるショーヴェ洞窟

　　　　　　　　　　　　 　 の壁画で、３万年くらい前に描かれたと

　　　　　　　　　　　　　  いわれています。たとえばライオンを非

　　　　　　　　　　　　　  常に正確に描いていますが、顔と顔が

　　　　　　　　　　　　　  近づいちゃっていますよね。全体の構図

　　　　　　　　　　　　　  を考えず、部分しか見ていないで描かれ

　　　　　　　　　　　　　  ています。こういう特徴は、サヴァン、つま

　　　　　　　　　　　　　  りキム・ピークとか、スティーヴン・ウィルシ

ャーたちに共通する特徴です。ケンブリッジにニック（Nicholas Hum-

phrey）という研究者がいるのですが、ニックは、「３万年前の壁画を描

いたような人というのは、今でいえばサヴァンのような人たち。つまり部

分には驚異の記憶力を持っているけれども、全体をあまり見ることが

できない人たちに相当するのではないか」と考えています。 

　どうしてこういう話をしてきたのかというと、本日のテーマである心。

特に相手の顔の表情を通して相手の心を読み取るとか、コミュニケー

ションをとるとか、そういうことと、今申し上げていることは、非常に対極

　　　　　　　　　　　　　  的な意味で関係しているからです。

　　　　　　　　　　　　　  　これは、レオナルド・ダビンチの絵です。

　　　　　　　　　　　　　 こちらにあるのは、他人とはコミュニケー

　　　　　　　　　　　　　 ションがとりにくくて言葉の発達もちょっ

　　　　　　　　　　　　　 と遅い、ナディアという自閉症の 子が、５

　　　　　　　　　　　　　  歳ぐらいの時に走っている馬を見て描

　　　　　　　　　　　　　 いた絵です。非常に正確ですね。 一方、

　　　　　　　　　　　　　 普通の子供が描く絵（次頁）というのは、
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こういう絵です。なんかしょうもないなぁ

と思うかもしれないですね。解剖学的に

は間違っているのですが、脳という視点

から見ると、このような子供の絵こそが、

我々の脳の持っている、シンボル化した

り、整理したり、そういう全体を見る能

力と深く関係しているわけです。逆説的

なのですが、ナディアやスティーヴン・ウィ

ルシャーのような絵よりも、このような普通の子が描いたへたくそな絵

のほうが、じつは我々人間の知覚、知能の本質に近いのです。

　今まで申し上げたことはすべて、現代の認知科学の「心の理論」と

いうことと関係しています。「心の理論」とは、相手の心の状態を読み

取る能力のことです。人間の子供の場合でいうと、４歳ぐらいで、たと

えば「お父さん、お母さんが、どうもこういうことを感じているらしい、

考えているらしい」ということを読み取ることができるようになります。

非常に簡単に言ってしまうと、この「心の理論」ということが発達しな

いで、代わりにほかの能力が発達した人たちが、サヴァンのような人

たちであろうと考えているわけです。

　一方、我々の脳は、ああいう驚異的な記憶力を持たなかった代わり

に、相手の心を読み取るという能力を発達させました。つまり、正確な

記憶力のようなものと相手の心を読み取る能力は、どうやらトレード

オフ。どちらかが成り立てば、どちらかが成り立たない関係にあるので

はないかと、考えているのです。

　たとえば「自分の飼っているペットは、私の心を読み取ることがで

きるよ」とか、「私の夫は、私が悲しんでいても悲しんでくれないけど、

猫は悲しんでくれるの」とおっしゃる方がおられると思います。しかし

認知科学の視点から見ると、私たちが考える意味での相手の心を読

み取る能力というのは、人間にしかないのです。誤信念課題というの

がありまして、被験者に次の質問をします。

　サリーがぬいぐるみで遊んでいて、１つの箱の中にぬいぐるみを入

れて、部屋の外に出てしまうのですね。サリーがいない間にアンとい

うもう１人の女の子が来て、ぬいぐるみを取り出して、別の箱の中に

入れてしまいます。で、またフタをして、部屋の外に出てしまいます。そ

こにサリーが帰ってきた時、「サリーは、またぬいぐるみで遊びたいの

ですが、どちらの箱を開けるでしょうか？」と質問します。これが誤信

念課題。
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　サリーは、客観的な事実とは違う信念を持っています。このことに対

し、人間の子供は４歳ぐらいになると、「実はぬいぐるみはこっちの箱

に入っているのだけれど、サリーはあっちの箱に入っていると思っちゃ

っているから、あっちを開ける」と答えることができるのですね。この

ような、相手が簡単に外部的な要因からは推定できないような心の

状態を持っている時に、心を読み取ることができるのか。それは今の

ところ、人間にしかできないだろうといわれています。

自己を認識する

　本日の大切なモチーフである鏡ですが、実は鏡は、相手の心を読み

取ることと非常に関係しているといわれているのです。199 6年に、ミラ

ーニューロンという神経細胞が報告されました。たとえば自分が手を

伸ばして何かをつかもうとしている時に、自分の行動に対して反応し

ますが、相手が同じ行動をしているのを見ている時にも反応するので

すね。これがミラーニューロンです。

　皆さんの脳の前頭前野というところに、ミラーニューロンというもの

があるわけです。ミラーニューロンが、なぜこれほど注目されたのかと

いうと、この神経細胞があるから、他人の行動を通して他人の心を読

み取ることができるのではないか。つまり、相手がこういう行為をして

いるということは、自分だったらこういう気持ちの時にやるから、「ああ、

相手はこういう気持ちなのだ」ということを推定する。そういう役割を

しているのではないかといわれるようになったわけです。

　これと関連したおもしろいテーマが、鏡のテストというものです。動

物には、自己意識、つまり「自分が自分である」という意識はあるので

しょうか。皆さんの「自分が自分である」という意識は、どのようにして

作られているのでしょうか。

　私は、小学校４年とか５年の時に、「自分が地球という塊の上に、私

という意識を持って存在している」ということがとても不思議でした。

そんなに難しい言葉で考えたわけではありませんが、「私が私である

ということは、どういうことなのだろう」と、ずっと考えていた時期があ

りました。そのことと、相手の心を読み取るということは、ちょうど鏡に

映したように関係があるというのが、今我々が考えたことなのですね。

　「自分が自分である」ということを認識することは、実は非常に難し

いことです。人間だったら、「あなたは、あなたを自分だと思っていま

すか？」と聞いたら、「思っています」と答えてくれるけれど、動物は答

えてくれません。ではどうやって調べるのかというと、チンパンジーな

ど動物のからだの鏡でないと見えない場所に、マークをつけておく
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のです。皆さんの顔に内緒で赤い塗料

を塗っておくと、皆さん、鏡の前に立った

ら「何かついてる！」と、あせって調べま

すね。ということは、鏡の中の自分が自

分だとわかっているということですよね。

同じことを動物に対してやった時、鏡の

中のイメージが自分だとわかるかどう

か。これがミラーテストと呼ばれるもの

で、ギャラップという人が考案しました。これはもちろん、自己意識とイ

コールではないですが、自己意識を調べる有力な方法の１つだとい

われています。

　しかしこのミラーテストには、驚くほど少数の動物しか合格しません。

人間、オランウータン、チンパンジー、イルカ、シャチはどうやら合格するよ

うです。ちょっと工夫してあげれば、象やゴリラも合格できるそうです。

このようなことは、チンパンジーがどのように相手の心を推定するかと

いうような実験と、非常に深く関連づけて議論されています。

　鏡の中の自分を自分だとわかるかど

うかは、実は相手の心がわかるかどう

かということとすごく関係していて、それ

はミラーニューロンの発見と非常に深く

関わっていると申し上げました。こちら

の実験では、この４つの状態、実際には

目隠しをしたり、口を隠したり、あるいは

バケツを頭からかぶったりしたような状態で、人間がチンパンジーの

前に立ちます。そしてチンパンジーに、「人間が見ていない時だったら

エサを食べてもいい」という条件をつけたとします。皆さんだったら、こ

の４つのうち、どの状態だったらエサを食べてもOKだと思いますか？

　人間だったら、右の２つはOKだと思うでしょう。ところがチンパンジ

ーは、これがなかなかできないのです。これ、まだ議論があるところで、

いろいろ追試が行なわれているのですが、未だにわからないのです。

人間は、相手が見ているということが確実にわかりますけれども、ほか

の動物は、相手が見ているということがわかるかどうかはわからない

のです。相手が見ているということがわかるのかどうか。我々にとって

は当たり前のことが、チンパンジーにとっては当たり前ではないのです。

顔を認識する

　本題である顔の話にだんだん近づいてくるのですけれども。我々は、
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自分の顔というものを、無意識のうちに自己イメージの中心に据えちゃ

いますよね。ジョナサン・コーンの「About Face」という本がありまして、

これは非常におもしろい本です。翻訳されているかどうかは知りませ

んが……。この本に、途中失明者、つまり人生の途中で目が見えなく

なってしまった人が、どのような心理的状態になるかが書かれていま

す。たとえば若い人が、途中失明したとします。その人は、どんどん年を

とり、外見はおじいちゃんになっていくのに、自分の中の自己イメージ

はずっと若い時のままなのです。それが他人の認知識と違うと気づい

た時に、すごくショックを受けるというのですね。

　それからもう１つ。たとえばこの中で私と初めて会った人がいたとし

ますよね。私の顔も知らないとすると、目が見えない人の場合はどうす

るか。過去に自分が会った人の中で、自分が今聞いている声とか話し

方が似たような人の顔を無意識のうちに割り当てちゃうというのです。

そういうことって、ありますね。電話をしていて、初めて話す知らない人

が「○○です」というと、「そうか、○○さんか」と、なんの根拠もないの

に「こういう顔だ」と思ってしまったり……。このように、顔というのは、

我々の自己認識に非常に深い関わりを持っているということがわかっ

　　　　　　　　　　　　    ているわけです。

　　　　　　　　　　　　　 　我々の脳では、視覚情報というのは後

　　　　　　　　　　　　　  頭葉（後ろのほう）から徐々に処理され

　　　　　　　　　　　　　  て、側頭葉（横のほう）に来る経路で色

　　　　　　　　　　　　　  や形が解析されて、頭頂葉（上のほう）

　　　　　　　　　　　　　  に行く経路で空間的な情報や場所とか、

　　　　　　　　　　　　　  動きが処理されるわけです。紡錘状回

　　　　　　　　　　　　　（Fusiform gyrus）と呼ばれる、特に右

半球のここで顔の認識をしているわけです。いろいろな脳の部位があ

りまして、それぞれでいろいろな情動刺激だとか、形の刺激だとかが

行なわれているのです。

　顔の認識をする脳の部位の調子が悪くなる時、つまり脳内出血など

でそこの脳回路などがやられたりすると、いろいろな疾患が出ます。

　相貌失認というのは、相手の顔を見ても、それが誰だかわからなく

なる状態です。カプグラ症候群というのは、自分のよく知っている親

しい人を「まったく赤の他人だ」とか、「これは宇宙人が作ったロボッ

トだ」とか言い張る妄想です。たとえば皆さんが、ある日突然、皆さん

のパートナーを見た時、宇宙人の作ったロボットに見えるわけですよ。

  私の夫によく似ているけれども、ニセモノだ」と。「宇宙人が私をだま「
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すために、私の家に送り込んだニセのロボットなのだ」というふうに思

うわけです。

　どうしてそういうことが起こるのかというと、皆さん、普通は自分の夫

を見ると、親しみの情を感じるはずなのですね。しかし扁桃体（amygdala）

という感情の中枢の調子が悪くなると、親しみの感情が生まれなくな

ってしまうわけです。顔の認識をする部位ではたしかに自分の夫だと

わかっているのに、親しみの感情が生まれない。脳の中で矛盾が生じ

るわけですね。その矛盾を無意識のうちに解消しようとして、カプグラ

症候群というのが起こるといわれています。ですから最近、自分の夫

に親しみを感じなくなったという人は、気をつけていただきたいと思

います。

　冒頭でダーウィンの話をしましたが、顔というのは人間にとって重要

な性淘汰、セクシャルセレクションということの基準になっているわけ

ですね。ダーウィンが進化論を唱えた時、いろいろな視点に着目したわ

けなのですが、彼が非常に説明するのを苦しんだことがいくつかあり

ます。

　１つは、たとえばクジャクの羽根ですね。クジャクの羽根というのは、

なぜ美しいのかと。この会の１回目でもお話しされたみたいですが、

長谷川眞理子さんのグループが、「クジャクの雌が最後に雄を選ぶ時

には、実は声で選んでいる」という結果を出されているようですけれ

ども。長い間、クジャクの雄が羽根を美しくするのは、雌に選んでもら

うためだという、そういう説があったわけです。

　人間の顔というのも、典型的なセクシャルセレクションが働くところ

でね。人間の顔の魅力ということについて、いろいろな研究がありま

すが、一番有名な研究は、平均顔が一番魅力的だという説ですね。

つまり、いろいろな人の顔の特徴をとってきて平均すると、非常に魅力

的な顔になるという話です。

　この合成写真は、全体の平均顔です

ね。こちらが全体の中でも特に美人と

いうか、魅力的だと思われた人たちの

平均顔です。そしてこの合成写真dが全

体の平均顔、こちらeが美人の平均顔。

dとeの、全体の平均顔と美人の平均顔

の差を1.5倍に強調したものが f です。目が大きい、鼻と口の間が小

さい、口とあごの間が小さい、あごが細い。こういう全体の平均も十

分に魅力的なのだけれども、特に美人だと思われる人の特徴を1.5倍 

に強調すると、より魅力的であるということがわかっています。 

d e f
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　これ、進化の過程でいうと、安定進化じゃないということです。安定進

化というのは、全体の平均値が最も魅力的だったら、みんながそこに集

まっていくわけですから、人類の顔の形は変わらないのですけれども。

平均とちょっと違うところに魅力的な特徴があるということは、男も女も

そういう人にだまされちゃうわけだから。そういう人は、子孫を残しやす

いということで。全体としては、こういう方向に顔は進化していくと。

　つまり、日本の少女マンガは間違っていないということですね。目が大

きくて星があって。あれが実は人類の未来の姿かもしれないわけです。

これは、化粧をビジネスにしたい方には非常に大事な情報ですね。要す

るに、美人顔を適度に強調すると、それは魅力的に感じられるというこ

とです。

　一方では、美というものが文化依存的なものであるということを示す

研究もあります。これは有名な研究で、ウエスト・トゥ・ヒップ・レイシオと

いうのですが、要するに腰がお尻に対してどれくらいの割合かというも

のです。ウエストが小さいほど、いわゆる蜂のようなくびれた体型で、ウエ

スト・トゥ・ヒップ・レイシオが１ということは、お尻と腰が同じ大きさとい

うことです。

　あと、やせているかどうか。腰がどれくらいくびれているかということ

について、いろいろな女の人を用意して、見せて、「どの人が魅力的で

すか？」と聞いた研究ですね。

　今、ハリウッド映画が世界を席巻していて、我々の美意識もいつの間

にか、ほっそりとした小顔がいいと思うようになってきたわけですよね。

だけど、アメリカや西洋の文化の影響を受けていない南米のインディオ

の人たちに見せると、我々の文化圏の中の判断とは違ってくるのです。

あんまりやせている人を見せると、「この人、最近、下痢したのではないか」

とか言うらしいのです。

　つまり、よくいわれるように、平安美人と今の美人は違うということな

のです。もちろん、こういう文化依存的なことがあるにせよ、顔について

は、ある程度、平均顔が魅力的というようなことがわかっています。

　　　　　　　　　　　　   　これは、バロンコーエン（Baron Cohen）

　　　　　　　　　　　　　  という人たちのグループが行なった例で、

　　　　　　　　　　　　　  ちょっと気持ち悪い顔なのですけれど。

　　　　　　　　　　　　　  キメラ顔といわれているもので、ポイント

　　　　　　　　　　　　　  は何かというと、視野の左と右で表情が

　　　　　　　　　　　　　  違います。たとえば上の図の男性は、左

　　　　　　　　　　　　　  半分は笑っていて、右半分はしかめ面を
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しているのですね。下の図は、右半分は笑っていて、左半分はしかめ面

をしています。「これらの顔をパッと見た時、どちらが幸せそうに見えま

すか？」という質問をします。そうすると、統計的には、上の顔のほうがよ

り幸せに感じるという人が多いのです。これはどうしてなのかというと、

理由があります。

　皆さんの視覚情報というのは、視野のうち、真ん中から左半分は、右

の半球に行くようになっています。右目、左目じゃないのですよ。右目か

ら入るか、左から入るかに関わらず、視野の中央の左半分は右半球、右

半分は左半球に入るようになっているわけです。左のほうにある表情に

よって感情の判断をしやすいということは、大脳皮質の右半球に入る

情報のほうが、表情から感情を知覚するには優位である。そちらのほう

が有力な証拠になるという意味なのですね。我々の顔の意識は右半球

に優位に行なわれています。右半球というのは我々の感情の情報を処

理しているところでもあるので、左と右が違う顔を見せると、どうやら左

の表情のほうにより引きずられて、人々はいろいろな判断をしてしまう

ようなのです。

　ここからが本日の本題です。皆さん、人間は、自分が自分の顔を一番

よく知らないものだということをご存知ですか？　たとえば皆さん、スナッ

プ写真を見て自分の顔が写っていると、「私、こんな変な顔はしていな

い」って、思ったりすることありませんか？それは、皆さんが鏡を見る時に、

無意識のうちに編集しているからです。自分が「これが、私の一番好きな

顔だ」という顔とは違う、ちょっと変な顔が写っていたら、それはないこと

にするということを心理的にやられているわけです。

　しかし、皆さんのまわりの人は全部見ています。ですから写真を見た

時に、自分の顔については不本意なものがあったとしても、他人の顔に

ついてはあまりないでしょう。「あ、こういう顔見たことあるよ」と。自分の

顔の認識と他人の顔の認識というのは違う。非対称性があることにな

るのですね。

　おもしろい研究があります。我々は、自分の顔は、鏡を使って見ていま

す。鏡を使うと、左と右が逆転しますよね。いわゆる鏡像というものにな

るわけです。それに対して、他人については正面から見ている。いわゆ

る正立像というものを見ていることになります。自分の顔と他人の顔を

見せて、どれがより自分の顔らしいか、より他人の顔らしいかということ

を聞くと、鏡に映ったような、左右が逆転したような顔（鏡像）が自分の

顔らしいと言い、正面から見た顔（正立像）が他人の顔らしいというわ

けです。

　では、自己イメージというものはどのようにできてくるのでしょうか。鏡
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像というものを中心に、自分のイメージを組み立てるという話を申し上

げたのですが、自分がどういう表情をしているかということは、本当に

我々の心に重大な影響を与えているということがわかっています。

　たとえば皆さんの前頭葉。脳の真ん中半分から前の部分を前頭葉

というのですが。前頭葉には顔の表情筋をいろいろ制御するような部

位もあって、運動出力をコントロールするところが前頭葉にあるのです。

自分が見ているものを客観的に判断しなければいけない時にも、どのよ

うな顔の表情を作っているかによって、判断が引きずられてしまうという

　　　　　　　　　　　　　 ことが知られています。

　　　　　　　　　　　　　  　上の２つは、ピンのようなもので眉と眉

　　　　　　　　　　　　　  の間の距離を固定しています。眉の間の

　　　　　　　　　　　　　  距離を小さくすると、その時に読んでい

　　　　　　　　　　　　　 るものとか見ているものが、より深刻に、

　　　　　　　　　　　　　 あるいは暗いもののように知覚されま

　　　　　　　　　　　　　 す。ペンを、このように不愉快な顔をして

　　　　　　　　　　　　　 いるような形でくわえてもらうか。ニコッ

と笑ったハッピーな表情で歯の間にくわえてもらうか。これは、本人が

そういう気持ちでいるのではなくて、「ペンをそのようにくわえてくださ

い」というふうにやっています。たとえばそこでジョークを聞かせて、ど

れくらいおもしろいと思うかとか、あるいは深刻なストーリーを聞かせ

てどれくらい深刻だと思うかという、エバリエーションをさせますと、自

分の顔の表情の状態に引きずられて、認知判断も変わってしまうという

ことがわかっています。

　表情筋を司る、脳の回路というものがあります。自分がある表情をす

るということは、相手がその表情をしている時に、それを見るのと同じ

ようなミラーニューロンが活動するわけです。いろいろな意味で、顔を含

めた自分の体がある状態になっているということは、一方では他人の表

情の認識、そして他人がどういう心の状態でいるかということの認識に

も関係します。自分がどういう状態にあるかということが、相手の顔に

投影されるということですね。

　さらには自分の顔の状態、体の状態が、無意識の回路を通して自分

の心理的な状態、楽しいか楽しくないかに、影響を与えるということで

す。行動主義の中では、「楽しいから笑うのではなく、笑うから楽しいの

だ」、あるいは「悲しいから泣くのではなく、泣くから悲しいのである」と

いうようなことが以前からいわれてきましたが、そのようなことが脳の

実際的な回路の性質として見えてきたんですね。

　アイコンタクトをするとドーパミンが出るというデータがあります。ドー

パミンというのは、脳の中にうれしいことがあった時に出る物質です。
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皆さん、この上の２つは、目が合っていますよね。この時、脳の中脳とい

うところからドーパミンが出ているのです。そしてこちらの２つは、目が

そらされています。この時は、ドーパミンニューローンの活動は低下して

いるわけです。「なんで俺のほうを見ないのだ」と、じりじりしているわ

けです。ちなみにこの効果は、男性でも女性でも同じだといわれてい

ます。

　何かをやっていてドーパミンが出ると、ドーパミンが出る前にやって

いた行動が強化されるという、共感アクションに関わるのですね。私

が今まで書いた本の中で珍しく50万部売れている「脳を活かす勉強

法」という本があるのですが、その中で書いているのは、この話だけで

す。「私は、無意識のうちに勉強法をやっていて、高校受験も大学受験

も１回しか受験しないで志望校に入った」、「英検１級にも余裕で受か

ってきた」という、「私は勉強の達人である」という秘密を書いているわ

けです。ドーパミンの強化学習の話を書いているだけですけどね。

　ある行動を繰り返し行なうということは、強化学習の成立なのです。

ビールを飲んだ時にドーパミンが出ると、もっと飲みたくなることと同

じです。

不確実な状況への適応

　私は今、脳科学についてお話しする機会が多いのですけれど、どう

してもわかっていただきたいことが１つあります。脳科学は、決定論で

はないということです。先ほど申し上げた平均顔が魅力的だというこ

とも、別に法則ではないのです。必ず例外があるのです。特に、脳にと

ってうれしいとか、そういうことについては、不確実性が非常に大事だ

ということを申し上げて、今日の話の終わりのほうにしていきたいと思

います。

　そもそも他人の心って、一番不確実なものじゃないですか。どんなに

親しい友人だって、親しい恋人だって、いつ相手がどういう気持ちにな

るかは、わからない。どういうことかというと、相手の顔の表情を通して

他人の心を読み取るということは、極めて不確実な状況に適応しなく

ちゃいけないということです。

　自閉症の方々は他人の心を読み取ることが非常に難しく、さまざまな

情報の統合的な認知の欠落が見える。これは重要なポイントです。自閉

症の方々についていわれていることは、不確実なものを避けようとする

こと。たとえば、いつも同じ通学路を通ろうとする、あるいは自分の本が

いつもと違う順番で並んでいるとパニックになる。そういう傾向が見

られるので、不確実なものに対して適応するということがなかなかで

きにくいのではないか、ということがいわれています。
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　我々の脳は、どのようにして不確実なことをうれしいこととして学習

していくのか。私たちは、このことを神経経済学という形で研究したい

と思っています。なぜ神経経済学という名前をとりあえず付けているか

というと、ダニエル・カーネマンという人が、行動経済学という研究をし

てきたからです。我々の人生における決断というのは、常に不確実性

があります。

　しかし、確実なことと不確実なことがあった時、確実なことばかり選

んでいたら、あまりおもしろい人生にはならなかったと思うのです。つま

り我々は人生を生きるうえで、不確実な状況のもとで答えがわからなく

ても、とりあえず何かを選択するということを常にやっているわけです。

　皆さんは、コンビニのビール売り場でビールを選ぶ時、大体２秒ぐらい

しかかけていません。開発する側は、素材を考えてデザインを考えて、「コ

ンプトはこれだ！」とか必死になって一生懸命開発しているのに、皆さん

は２秒で選んでいるのです。生き物にとって時間というのは最も貴重な

資源なのです。だからビールを選ぶ時、１時間比較検討して考えてとい

うことはできないのです。でも、決断しなくちゃいけないわけでしょう。

その時に脳の中で何が起こっているかということに、私たちは非常に

関心を持っているのです。

　それが、ドーパミンの問題と非常に深く関わっています。何をおいしい

と感じるかということに、正解があるわけではないのです。数学者にと

っては、位相幾何学の非常に難しい問題が脳の喜びなわけでしょう。

数学嫌いな人にとっては、なんでそんなことをやっているのだというこ

とになるでしょう。何が自分の脳の喜びの源泉になるかということは、

答えがあることではありません。

　顔の魅力についてはいくつか法則を述べましたし、アイコンタクトが

うれしいということも申し上げました。ただしこれはね、万有引力の法

則みたいな意味での法則ではないのです。脳についての法則という

のは、必ず不確実性をはらんでいるのです。ですから、今はあまりファッ

ショナブルじゃない顔だって、１万年後には天下を取っている可能性だ

ってあるわけですよ。希望を持ちましょう、希望を。ま、我々、１万年は生

きないということが残念なのですけれど。

　美というのはね、不確実性です。原島先生がおっしゃっていました

けれど、「顔を取り上げて、美とか魅力とかについて語ることはファシズ

ムだよ」と。だけど、極端なことを言うと、そういう考え方だってあるわけ

ですよ。人間の脳が、欲望というものとか、美しいものとか、そういうもの

に駆立てられることは事実なのでね。

　私は、魅力だとか美というものを科学の対象にしないのは、おかしい
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と思うのです。ただし、魅力とか美というものを科学の対象にする時に

は、「それは10 0％定まった自然法則ではなくて、必ず不確実性というも

のが含まれているものである」と。これがわかっているかどうかで、科学

的な真理というものの見え方はずいぶん変わります。 

　ある脳科学者が「男というのは、若い女を好むものだ」ということを、

本の中でうれしそうに書いていた時期がありましたが、「そういうことを

科学者が言うのは問題があるな」と、本当は思っていました。そんなの

わからないじゃないですか。

　私は、フランス現代思想を自分が理解したと思った瞬間がありました。

トイレに入って、ドゥールーズの本を読んでいたのですよ。そしたら、「ああ

そうか、フランス現代思想の本質はひとことで言える」と思いました。それ

は何かというと、自分がしわくちゃな今にも死にかけそうなおばあさんと

熱烈な恋に陥るかもしれないということを、いかに可能性として引き受

けるかという、これに尽きるのだと。その本にそういうことが書いてあっ

たわけじゃないのですが、ただその時、思ったのですよ。その時に普通

の科学者はね、したり顔で出てきて、「いや、男っていうのは、やっぱり若

い女が好きなものなのですよ」と。そういうことを、あたかも絶対的な真

理であるかのように言ったうえで、「でもおばあさんにも親切にしなくちゃ

いけない」って言うでしょう。そうじゃない！ということです。しわくちゃな

おばあさんを熱烈に愛してしまう可能性があるということを、本当に考

えるということ。現代の脳科学が、特にドーパミンが関わるような強化

学習のメカニズムを考える時に、明らかにしていることなのです。

　さて最後に、この写真でさわやかに終

わりたいと思います。私は、人間の文明の

発達の歴史というのは、広い意味で鏡

がどんどん発明されてきた歴史だと思

うのです。我々が鏡を手にしたというこ

とは大変なことです。鏡を手にすること

によって、自分がこういう姿をしているこ

とを知り、それによって自分が他人にど

う見えているかを考える。社会の中で、自分をどのような形で表現して

いったらいいかとか、いろいろ考えるようになったわけですよね。つまり、

社会の中での自分のイメージというのは、鏡が発達したことによって変

わったわけです。

　私は、20世紀中に起こった最大の出来事は、これだと思うわけです。

ついに人類は、自分の住んでいる惑星を外から見たのです。これは、そ

れまでも理屈ではわかっていたわけでしょう。理屈ではわかっていた
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けれど、実際に宇宙空間に浮かぶ青い地球、かけがえのない惑星を

見るというですね、これに相当するインパクトって、ないと思うのです。

これは、人類が全体として鏡を手に入れた、次の鏡を手に入れたと

いうことだと思うのです。つまり、自分たちの生命を育む星を、初めて

鏡のようなイメージを通して見たと。私は、このようなイメージを目にし

てしまった人類は、後戻りできないような意識の進化を遂げたと思っ

ているわけです。

　私のライフワークは、クオリアという意識の問題を解くことだと申し上

げましたね。物質である脳に、心がどう宿っているかということを解明

するのは、本当は難しいことだと思うのです。でもね、おそらく、将来もし

解けることがあるとすれば、それは何かの意味での新しい鏡を発明

することだと思っています。私は理論的な意味で、それは何なのかとい

うことをずっと研究したいと思っています。そのような研究の途上にお

いて、自己、他者、ミラーニューロン、心の理論、鏡像、正立像、ドーパミン、

アイコンタクトなど、いろいろな問題と深く関わっている顔というものは、

非常におもしろい研究テーマになっているなあと思います。
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